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2．概況調査 

2.1 目的 
本調査は、各モデル地域における漂着ゴミの分布状況、漂着ゴミの特性及び漂着場の特

性について、既存データ、情報を収集し整理することで、モデル地域におけるクリーンア

ップ調査範囲の位置付け（代表性）を明らかにすることを目的とした。 

 

2.2 調査対象地域 
概況調査の対象範囲は、モデル地域である対馬市越高海岸及び志多留海岸と自然条件が

同一と見なされる対馬市の海岸とした。 

 

2.3 調査実施時期 
2.3.1 文献及びヒアリング調査 

漂流・漂着ゴミに係る概況調査として、「漂着ゴミそのものの特性」と「ゴミが漂着する

場所の特性」の 2 つに大別し（表 2.4-1）、それぞれに関係する要素について平成 19 年 7

月～20 年 3 月にかけて、既存データ及び情報の収集・整理、関係機関へのヒアリングを行

った。ヒアリング結果については、関係機関及び地域検討会において収集した資料を示し、

地域検討員から意見を求めた。 

 

2.3.2 航空機調査 
漂流・漂着ゴミの漂着状況を確認するため、対馬市の海岸を対象として航空機による写

真撮影を行った。調査は、2007 年 9 月 26・27 日に実施した。 

 

2.4 調査方法 
2.4.1 文献及びヒアリング調査方法 
(1) 漂着ゴミの実態調査及び清掃活動に関する事例調査方法 

調査対象地域において、過去 5年程度の期間中における漂着ゴミに係る実態調査及び清

掃活動（クリーンアップ活動）について、資料収集並びに関係機関に情報提供依頼・聞き

取り調査を行い、活動事例の実施の時期・場所（範囲）・主催者・参加者・回収量・回収物

の内容等の整理を行った。 

(2) 漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査方法 
調査対象地域を含む長崎県内において、漂流・漂着ゴミに係る回収処分を行う事業等の

状況について、資料収集並びに関係機関に情報提供依頼・聞き取り調査を行い、漂着ゴミ

回収処分事業の有無・事業の役割・作業分担等の整理を行った。 

 

(3) 漂着場の特性に係る文献調査方法 
漂流・漂着ゴミが流れ着く海岸線に固有な特性として、「漂着のメカニズムに関する条件」、

「海岸の価値」及び「社会条件」の 3つの視点から、既存文献並びにインターネット上の

公表データ等の資料収集を行った。主な情報源は表 2.4-2 のとおりである。 
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表 2.4-1 漂流・漂着ゴミに関する要素と必要な情報 

大項目 中項目 小項目 細目 必要な情報

実態調査 調査主体、組織 連携体制

地元住民、漁業者との協力関係

各種手配 必要資材の品目、調達方法、費用

調査方法 コドラート法、写真撮影

調査結果 ゴミの総量及び種類別量 重量、容量、重量／面積（距離）等

発生源 国内、国外

処分・処理方法 リサイクル リサイクルの有無と方法

現地処理 埋設、焼却、減容処理、その他

現地外処理 輸送方法（車両、船舶）

処分方法（焼却、埋設、その他）

その他 実施時における環境配慮 植生、昆虫などに対する保全対策

処分事業計画 処分事業計画の有無

連携体制

地元住民との協力関係

各種手配 必要資材の品目、調達方法、費用

回収方法 人力、機械など

処分・処理方法 リサイクルの実施と方法

現地処理（埋設､焼却､減容処理など）

現地外処理（受入可能施設）

・輸送方法（車両、船舶）

・処分方法（焼却、埋設など）

その他 活動時における環境配慮 植生、昆虫などに対する保全対策

流況 海流、潮汐流、沿岸流、海浜流

潮位差 潮位

波浪 波高、波向

風況 風速、風向

地形 自然海岸 砂浜、干潟、岩礁

人工海岸 直立護岸、防災構造物、人工海浜

海岸線の形状 海岸の勾配

入り組み度、湾の向き

河川 河口 河口の位置

河口からの距離

河川流量

海岸の価値 自然的価値 貴重な生物 ｳﾐｶﾞﾒの産卵場、貴重種、植生など

貴重な地形、地質 鳴き砂、星の砂など

国立公園等 国立公園等の有無

歴史・文化的価値 景観 景勝地

歴史・文化的遺産 神社など

アメニティ 自然とのふれあい、親水性 レジャー、散策など

文化、伝統 祭りなど

観光資源 観光資源の有無

レクリェーション 海水浴、潮干狩り、釣り、

マリンスポーツなど

社会条件 海岸利用 港湾区域 港湾の位置

漁港 漁港の位置

防災(津波、高潮)施設 防災施設の位置

河川利用 流域人口 流域人口

流域市町村のゴミ処理量

管理 海岸管理者、河川管理者

航空写真 調査範囲のゴミの漂着状況との比較

漂着のメカ
ニズムに関
する条件

漂着状況
の確認

海岸管理者、市町村、NGO等、ﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ、河川管理者、漁業者などの役割

ゴミに関
する特性

漂着場の
特性

主催者、参加者、市町村、NGO、ボラン
ティアの役割

漂着ゴミの
回収・処分
体制

清掃、回収、運
搬、処分等に関す
る活動

航空機調査
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表 2.4-2 漂着場の特性に関る調査項目と主な情報源 

項  目 

大項目 中項目 小項目 細 目 
検討に必要なデータ 位置図等情報源 数値データ等情報源 

流 況  海流、潮汐流、沿岸流、海浜流 － 海流統計データ（海上保安庁 HP） 

潮位差  潮位 － 潮汐観測資料（気象庁 HP） 

波 浪  波高、波向 2006 年平均波浪図（沿岸） 沿岸波浪統計値（気象庁 HP） 

風 況  風速、風向 － 日本気候表平年値（気象庁） 

自然海岸 砂浜、干潟、岩礁 

人工海岸 直立護岸、防災構造物、人工海浜 

沿岸域環境保全情報(海上保安庁

HP) 
海岸調査報告書（環境省） 

海岸の勾配 

地 形 

海岸線の形状 

入り組み度、湾の向き 
地形図 － 

漂着のﾒｶ

ﾆｽﾞﾑに関

する条件

河 川 河 口 河口の位置 

河口からの距離 

河川流量 

河川海岸図 
水文水質データベース（国交省

HP）、流量年表 

貴重な生物 ｳﾐｶﾞﾒの産卵場、貴重種、植生など 

貴重な地形、地質 鳴き砂、星の砂など 

自然的価値 

国立公園等 国立公園等の有無 

脆弱沿岸海域図（環境省 HP） 

自然公園地図 

自然環境保全基礎調査（環境省

HP） 

景 観 景勝地 歴史・文化

的価値 歴史・文化的遺産 神社など 
文化財地図 文化財目録 

自然とふれあい、親水

性 

レジャー、散策など 

文化、伝統 祭りなど 

観光資源 観光資源の有無 

海岸の価

値 

アメニティ 

レクリエーション 海水浴、潮干狩り、釣り、 

マリンスポーツなど 

観光ガイドマップ － 

港湾区域 港湾の位置 

漁 港 漁港の位置 
港湾漁港図 － 

海岸利用 

防災(津波、高潮)施設 防災施設の位置 脆弱沿岸海域図（環境省 HP） 市町村データ一覧 

河川利用 流域人口 流域人口 

流域市町村のゴミ処理量 
河川海岸図 統計年鑑、廃棄物統計 

漂着場の

特性 

社会条件

管 理  海岸管理者、河川管理者 地域管内図 － 
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2.4.2 航空機調査方法 
調査対象の全海岸における漂着ゴミ量を推測するため、調査対象の全海岸を対象として、

高度約 350ｍより表 2.4-3 に示す機器にて、漂着ゴミの航空機撮影を行った（航空写真の

撮影日：2007 年 9 月 26・27 日）。この方法では、20～30cm 以上の漂着ゴミの識別が可能で

ある。撮影写真を基に漂着ゴミ量を推測するため、その評価方法としては、水辺の散乱ゴ

ミの指標評価手法(海岸版 2006)で用いられた手法(図 2.4-1)を参考として、海岸線方向

に 10m あたりの漂着ゴミの量をゴミ袋(20L)換算で表現した。また、漂着ゴミ(20～30cm

以上)の量を 3段階(表 2.4-4)で評価することとした。漂着ゴミ量の評価に当たっては、撮

影写真を用いて海岸線方向に 10m あたりの漂着ゴミ(20～30cm 以上)の量をゴミ袋（20L）

換算で「8袋以上」、「1袋以上 8袋未満」、「1袋未満」の 3段階で評価し、地図上に表現し

た。表 2.4-4 に示した 3段階のゴミ袋の数量に応じた航空写真の例を図 2.4-2 に示す。 

漂着量評価の対象とした漂着ゴミは、発泡スチロールやポリタンクなどの人工系のゴミ

のほか、流木も含めた。海藻については独自調査で回収の対象外としていない地域もある

ため、航空機調査においても対象外とした。また、植生内の漂着ゴミについても撮影され

ている範囲で評価の対象とした。なお、FRP 製のボートや和船(木製)については、漂着ゴ

ミかどうかの判定がつかないため、対象外とした。 

 

表 2.4-3 航空機調査における撮影方法等 

項目 器材名称等 備考 

撮影器材 デジタル一眼レフカメラ（35mm フルサイズ素子）

＋85mm レンズ 

オートフオーカス

性能の優れた機種

を選定（民生品） 

撮影方法 分割測光、シャッタースピード優先、ISO400  

解像度 約 1,600 万画素  

撮影高度 海面上約 350m  

位置情報 撮影同時刻の緯度経度を GPS で記録  

 

表 2.4-4 航空機調査における漂着ゴミ(かさ容量)の推測基準 

ゴミ袋の数量(目安) かさ容量(目安) 備 考 

8 袋以上 160L 以上 ドラム缶 1個程度以上 

1 以上～8袋未満 20L 以上～160L 未満 ポリタンク 1個～8個程度 

1 袋未満 20L 未満 航空写真で識別できるゴミは

ほとんど見あたらない状態 

 

 



 I-12

 

図 2.4-1(1) 水辺の散乱ゴミの指標評価手法(海岸版) 
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図 2.4-1(2) 水辺の散乱ゴミの指標評価手法(海岸版) (つづき) 
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図 2.4-2 ゴミ袋(20L 換算)の数量に対応した航空写真の例 

(上段：8袋以上、中段：1袋以上 8袋未満、下段：1袋未満) 

約 10ｍ 約 10ｍ 約 10ｍ 
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2.5 調査結果 
2.5.1 文献及びヒアリング調査結果 
(1)  漂流・漂着ゴミの実態調査及び清掃活動に関する事例調査結果 

調査対象地域において、過去 5年程度の期間における漂流・漂着ゴミに係る清掃活動（ク

リーンアップ活動）もしくは調査事例について、モデル地域に近い海岸で行われ、入手で

きた情報から整理を行った。収集・整理できた事例は 15 事例であった（表 2.5-1）。ただ

し、一部表 2.5-3（漂着ゴミの回収事業事例）との重複を含む）。これら事例は、調査は 1

件、調査及び清掃活動が 5件、清掃活動が 9件と概略区分される。その詳細を把握できた

5例について、表 2.5-2 に概要を示す。 

対馬島内においては、これまで行政では海上保安部により、民間では漁業協同組合や NPO

法人等により、複数地点で継続的な清掃活動が行われている。前者においては、海上保安

部が地域の小学生等を対象とした環境教育の一環として、漂着ゴミの回収調査を実施して

いた。また、後者では地元の漁協等については、毎年 7月 20 日の「海の日」あるいは水産

庁の離島漁業再生支援交付金を利用し、地域の海岸清掃を実施していた。このほか、平成

19 年 9月には、対馬島内において、漂着ゴミ問題への対応を主目的とした NPO 法人「対馬

の底力」が設立され、以来活動を続けている。 

これらさまざまな主体の活動により回収された漂着ゴミのうちのほとんどは、処理困難

物として廃棄物業者に委託して処理されているのが実情である。 
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表 2.5-1 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査（概要） 

区分 主体 事業種 活動内容 実施年 実施海岸 人数(概算) 回収ゴミ量(ｍ3) 処理費

調査 防衛大学校山口教授 研究調査
長崎県壱岐・対馬での漂着ゴミの実態
調査

平成12年5月5日
対馬の9海岸。右は上県町田
ノ浜0.31kmでの数値

－ 9,853個 －

平成18年6月13日 女連海岸 久原小学校 － －

平成18年6月25日、7
月7日

三宇田浜海岸
対馬商工会議所
青年部、比田勝
小学校等

－ －

平成18年5月20日(*) 豊玉町廻地区 学生240 10t －

平成19年5月26日(*) 上県町井口浜海岸 学生100 30t －

JEAN/クリーン
アップ全国事務
局

クリーンアップキャンペーン
釜山外国語大学校学生によるボラン
ティア清掃活動

平成17年6月(*) 上県町サス浜北側海岸
学生100名･101

名
－ －

島ごみサミットつしま会議 平成16年10月10日 豊玉町志多浦　三宇田浜海岸 200 301 －
国際ロータリークラブによる海岸清掃 平成17年6月 美津島町今里 184 80 －

平成19年11月4日 厳原町小茂田浜 50 89 －
平成19年11月21日 豊玉町志多浦海岸 70～80 39+4t車1台 －
平成19年12月2日 美津島町根緒の大梶原 18 35 －
平成20年4月19日 上県町の女連(うなつら)浜 80 120袋 －
平成20年5月11日 上県町井口浜海水浴場 500 100+α －

長崎県海と渚環境美化推
進委員会（事務局＝長崎
県漁業協同組合連合会）

漁業団体、県、
市長会、町村会
等

県下一斉浜そうじ
(H6年度から実施）

7～8月
(海の日(7月20日）
を主体)

－
H16年度　289t
H17年度　714t
H18年度　374t

－

対馬の漁協等 漁業協同組合 水産庁の補助事業 毎年10～11月頃 － － －

注：上記は事務局が把握した情報を基に作成した。「*」は表2.5-3と重複する調査を示す。「－」は情報がないか、不確定のために未記載としたことを示す。

　　上記のほか、上対馬町茂木浜等では、地域の方々が定期的に清掃活動を実施している。

清掃

調査+
清掃

NPO主催事業

漂着ゴミ調査
釜山外国語大学校学生等によるボラン
ティア清掃活動

NPO団体

地域の人々、教育機関を含むボラン
ティア海岸清掃活動

NPO法人｢対馬の
底力」

各地の海岸

小学校等の環境教育、他団体等の協働

対馬海上保安部、比田勝
海上保安署等

第七管区
海上保安部
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表 2.5-2（1） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－１ 長崎県対馬市上県町 
越高海岸ほか 

 

【清掃活動実施日】 
平成 16 年～18 年 
 

【実施場所及び範囲】 
長崎県 
 

【活動の名称】 
県下一斉浜そうじ 

【主催者及び後援者】 
長崎県海と渚環境美化推進委員会 
 

【参加団体及び人数】 
不明 
 

【回収されたゴミの量】 
H16 年度 約 1,386ｔ（対馬 289ｔ 21％） 
H17 年度 約 1,496ｔ（対馬 714ｔ 48％） 
H18 年度 約 1,117ｔ（対馬 374ｔ 33％） 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲： 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類； 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 泡 ｽﾁ ﾚ ﾝ類； 
 4.紙 類； 
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類； 
 7.金 属 類； 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
情報出典：「漂流・漂着ゴミ対策に関する関係省庁会議とりまとめ」（平成 19 年３月） 

     「長崎県の漂流・漂着ごみ対策について」（平成 19 年８月、長崎県資料） 
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表 2.5-2（2） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－１ 長崎県対馬市上県町 
越高海岸付近 

 

【清掃活動実施日】 
平成 18 年 5月 20 日 
 

【実施場所及び範囲】 
長崎県対馬市廻海岸 

【活動の名称】 
漂着ゴミ調査（平成 18 年度） 

【調査者】 
海上保安庁第七管区海上保安本部 
比田勝保安署 

【参加団体及び人数】 
釜山外国語大学校及びボランティア(240) 
 

【回収されたゴミの量】 
回収量：10,000kg 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量：10,000kg 

回収作業の範囲： 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類； 49.7% 
 2.ゴ ム 類； 0.3% 
 3.発 泡 ｽﾁ ﾚ ﾝ類； 24.7% 
 4.紙 類； 5.7% 
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類； 3.7% 
 7.金 属 類； 2.6% 
 8.その他の人工物；12.7% 
 9.その他（自然物）；木；0.5% 

発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 

 



 I-19

表 2.5-2（3） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－１ 長崎県対馬市上県町 
越高海岸 

 

【清掃活動の概要】 
 
 
 

 

情報出典：「第七管区海上保安本部ホームページ 海洋環境保全コーナー 平成 18 年度版海洋環
境レポート」 http://www.haiho.mlit.go.jp/07kanku 
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表 2.5-2（4） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－２ 長崎県対馬市上県町 
志多留海岸付近 

 

【清掃活動実施日】 
平成 17 年 6月 25 日、6月 26 日 

【実施場所及び範囲】 
対馬市上県町サス浜北側海岸 
 

【活動の名称】 
クリーンアップキャンペーン 

【主催者及び後援者】 
ＪＥＡＮ/クリーンアップ全国事務局が全国活
動を集計 
（後援：環境省・水産庁・海上保安庁・国土交
通省） 

【参加団体及び人数】 
釜山外国語大学校(100,101) 

【回収されたゴミの量】 
不明 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲： 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類； 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 泡 ｽﾁ ﾚ ﾝ類； 
 4.紙 類； 
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類； 
 7.金 属 類； 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 

情報出典：「クリーンアップキャンペーンＲＥＰＯＲＴ」（ＪＥＡＮ/クリーンアップ全国事務局） 
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表 2.5-2（5） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－２ 長崎県対馬市上県町 
井口浜海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成 19 年 5月 26 日 

【実施場所及び範囲】 
対馬市上県町井口浜海岸 
 

【活動の名称】 
漂着ゴミ調査（平成 19 年度） 

【調査者】 
海上保安庁第七管区海上保安本部 

【参加団体及び人数】 
釜山外国語大学校(100) 

【回収されたゴミの量】 
回収量：30,000kg 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量：30,000kg 

回収作業の範囲： 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；51.8% 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 泡 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；29.2% 
 4.紙 類；3.7% 
 5.布 類；0.4% 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；4.8% 
 7.金 属 類；1.7% 
 8.その他の人工物；8.5% 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 

参考：http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/gyoumu/kankyo/h19_gomimap/index.html 
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表 2.5-2（6） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－２ 長崎県対馬市上県町 
井口浜海岸(続き) 

 

【清掃活動の概要】 
 
 
 
 
 
 

 

情報出典：「第七管区海上保安本部ホームページ 海洋環境保全コーナー 平成 19 年海洋環境保
全推進月間の実施結果」 
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表 2.5-2（7） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－２ 長崎県対馬市上県町 
田ノ浜海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成 12 年５月５日 

【実施場所及び範囲】 
壱岐８海岸、対馬９海岸の 17 海岸のうち 
上県町田ノ浜漁港の脇 0.31km 

【活動の名称】 
長崎県壱岐・対馬での漂着ゴミの実態調査 

【調査者】 
山口晴幸（防衛大学校教授） 

【参加団体及び人数】 
 

【回収されたゴミの量】 
漂着ゴミの個数を数え上げる個数評価方法 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：調査距離 0.31km 

回収ゴミの内訳：総ゴミ個数 9,853 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；55.7% 
 2.漁 具 類；41.9% 
 3.ビ ン 類；0.7% 
 4.缶 類；1.7% 
  
 
 
 

発生源の内訳：総ゴミ個数 9,853 
1.国  内；164(1.7%) 
2.国  外；2,784(28.3%) 
3.不  明；6,887(70.0%) 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
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表 2.5-2（8） 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 

⑤－２ 長崎県対馬市上県町 
田ノ浜海岸 

 

【清掃活動の概要】 
 
 
 
 
 
 

 

情報出典：「漂着ゴミによる海岸汚染の実態（その４）大量の韓国系ゴミが長崎県対馬・壱岐を
襲う」（山口晴幸、漁港 42 巻第４号、平成 12 年） 
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(2) 漂着ゴミの回収・処分事業に関する事例調査 
調査対象地域を含む県内において、地方自治体が行っている漂流・漂着ゴミを対象とす

る回収処分事業の実施事例もしくは事業計画について、入手できた情報について整理を行

った。 

収集・整理できた事例は 13 事例であった（表 2.5-3。ただし、一部表 2.5-1。（漂着ゴ

ミの回収事業事例）との重複を含む）。これら事例のうち、その詳細を把握できた 3例（延

べ 9例）について表 2.5-4 に概要を示す。 

このうちの一例は「市町が行う漂流・漂着ゴミ撤去事業経費の助成」である。これは長

崎県が行っている助成事業であり、離島振興法指定地域かつ事業費 400 万円以上の“市町

が行う漂流・漂着ゴミ撤去事業”については、その 10 分の 7 以内（420 万円を限度）、そ

れ以外は 2 分の 1 以内（150 万円を限度）に事業経費を助成するものである。このほか、

流木特別対策、不法投棄物撤去事業費として、長崎県や対馬市が漂着ゴミの処理費等を支

援している。このうち、後者については、平成 13 年より取組が行われており、平成 15 年

度からは釜山外国語大学校の学生を主体とするボランティアによる海岸清掃活動が実施さ

れ、平成 18 年度からは「日韓つしま学生会議」として継続的な漂着ゴミの回収や啓発が行

われている。 
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表 2.5-3 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査（概要） 

主体 事業種 事業内容 実施年 実施海岸 人数(概算) 回収ゴミ量(ｍ3) 処理費(万円）
市町が行う漂流・漂着ゴミ撤去事業経
費の助成

平成14年度以降 離島振興法指定地域(対馬全体 － － －

漂流漂着ゴミ撤去事業
漁業公害対策事業

平成17年度 島内13箇所 島内13箇所 720 553.2

平成18年度流木特別対策 平成18年度 島内（11市3町の1市） － 77,909本 －
平成13年度 200 ポリ容器6,000個 122.1
平成14年度 400 ポリ容器4,350個 306.7

平成15年度
学生160
一般250

300 256

平成16年度
学生260
一般520

510 356

平成17年度(※)
学生240
一般610

650 487.2

平成18年5月20日(*) 厳原町豆酸崎、豊玉町廻地区
学生451
一般208

230 200

平成19年5月26日(※)井口浜～棹崎周辺海岸
学生200
一般250

550 －

平成20年5月31日・6
月1日

上県町田ノ浜、湊浜 学生・一般　379 304 －

平成18年5月20日(*) 厳原町豆酸崎、豊玉町廻地区
学生451
一般208

230 200

平成19年10月7日 越高海岸
学生140
一般 50

－ －

注：上記は事務局が把握した情報を基に作成した。*印の平成18年度は二つの活動を同時に実施し、*印については海上保安部等の共同作業を示す。

　※は一部表2.5-1と重複する。

不法投棄物撤去事業（平成13年度以降）

市の事業

長崎県の事業

対馬市役所

井口浜～棹崎周辺海岸

不法投棄物撤去事業（平成15年度以
降）
　釜山外国語大学校学生等によるボラ
ンティア清掃活動

日韓学生つしま会議県との協働

上県地区全域
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表 2.5-4（1） 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

事業・調査・計画の名称 市町が行う漂流・漂着ゴミ撤去事業経費の助成（平成 14 年度～）

行 政 主 管 官 庁 長崎県廃棄物・リサイクル対策課 

事 業 実 施 主 体 市町 

計 上 予 算 額 19,120 千円（平成 19 年度予算） 

内   容 
離島振興法指定地域かつ事業費４百万円以上は、その 10 分の７
以内（420 万を限度）、それ以外は２分の１以内（150 万を限度）
に事業経費を助成している。 

 

事業に係る役割分担 回収作業に係る役割分担 

対象事業：漂流・漂着ごみの撤去、運搬、 
処分 

 

資材・機材・人材に係る役割分担 ゴミの処理・処分に係る役割分担 

  

環境配慮事項： 
情報出典：「漂流・漂着ゴミ対策に関する関係省庁会議とりまとめ」（平成 19 年３月） 
     「長崎県の漂流・漂着ごみ対策について」（平成 19 年８月、長崎県資料） 
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表 2.5-4（2） 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

事業・調査・計画の名称 平成 18 年度流木特別対策 

行 政 主 管 官 庁 長崎県廃棄物・リサイクル対策課 

事 業 実 施 主 体 11 市３町 

計 上 予 算 額 138 百万円（決算額） 

内   容 
①災害廃棄物処理事業費国庫補助金（環境省）の活用 
②市町支援（県補助金による支援） 

 

事業に係る役割分担 回収作業に係る役割分担 

対象事業：漂着流木の撤去経費及び回収・撤去
した流木の運搬・処分に要する経費
の補助 
 

 

資材・機材・人材に係る役割分担 ゴミの処理・処分に係る役割分担 

  

環境配慮事項： 
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表 2.5-4（3） 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

【回収処理事業の概要】 
 
（１）流木の漂流・漂着本数 本 数 ：77,909 本 
（２）市町の処理事業量 事業量 ：約 11,082ｍ3 

情報出典：「長崎県の漂流・漂着ごみ対策について」（平成 19 年８月、長崎県資料） 
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表 2.5-4（4） 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

事業・調査・計画の名称 不法投棄物撤去事業 

行 政 主 管 官 庁 長崎県対馬市 

事 業 実 施 主 体 対馬市＋釜山外国語大学校学生、住民ボランティア 

計 上 予 算 額 
H13：1,221 千円 H14：3,067 千円 H15：4,682 千円 
H16：5,390 千円 H17：9,109 千円 

内   容 漂着ごみの撤去・回収 

 

事業に係る役割分担 回収作業に係る役割分担 

県の補助金を活用した事業 平成 15～17 年度は釜山外国語大学学生とのボ
ランティアによる海岸清掃を行う 
参加延べ人数（ ）内は学生数 
H13：200 人 H14：400 人 
H15：410(160)人 H16：780(260)人 
H17：850(240)人 

資材・機材・人材に係る役割分担 ゴミの処理・処分に係る役割分担 

 処理経費 H15：（2,560 千円） 
 H16：（3,560 千円） 
 H17：（4,872 千円） 

環境配慮事項： 
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表 2.5-4（5） 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

【回収処理事業の概要】 
 
 
 

情報出典：「対馬市における漂着ごみの現状と対策」（平成 19 年２月、漂流・漂着物対策特別委
員会資料） 
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(3)  漂着場の特性に係る文献調査結果 
漂流・漂着ゴミが流れ着く海岸線に固有な特性のうち、「漂着メカニズムに関する条件」、

「海岸の価値」及び「社会条件」の 3つの視点から表わされる地域の特性について、既存

データ、情報等を収集し、入手できた情報の整理を行った（表 2.5-5、表 2.5-6）。 

本業務における長崎県のモデル地域である対馬は、南北約 82km、東西約 18km の細長い

島で、面積約 709km2、人口約 3.8 万人、年降水量約 2,133mm、平均風速 3.0m/s の地域であ

る。海岸はリアス式海岸で、その延長は 900km 以上に及ぶ。対馬は全島の 89％が森林（そ

の約 9割は民有林）で覆われ、峻険な深い山が連なり、標高 200～300ｍの山々が海岸まで

迫っている。このため、海岸はところによって高さ 100ｍにも及ぶ断崖絶壁を呈しており、

海岸と荒い波の影響を受け、砂浜の数は少ない（参考：「つしま百科」（対馬観光物産協会、

2008））。 

流況は対馬海流が南西から北東へ向かって流れ、最大流速は春季に 0.4 ノットである。

月最高と月最低の潮位の差は 80～124cm、春季の最大風速は 33.2m/s・SSW である。 

モデル海岸が位置する対馬市上県町の自然海岸 60km の内訳は、泥浜 1.55、砂質 2.15、

岩石 51.9、他 4.74 となっており、半自然海岸は 0.96km、人工海岸は 6.99km となっている。 

地域に流入する河川として、ニ級河川 38 水系があり、代表河川の仁田川の幹川流路延長

は 10.3km、流域面積 78.9km2となっている。 

対馬の一部は壱岐対馬国定公園に指定されているが、モデル地域海岸は指定されていな

い。モデル海岸の直近では、町指定史跡である「越高遺跡」があり、北西側数 km の範囲に

歴史的・文化的施設として「志多留風景」がある。 

海岸利用施設としては、南に御園港、北側に伊奈漁港がある。 

地域管理として、対馬のモデル海岸は、海岸保全区域あるいは漁港海岸保全区域の指定

はされていない。廃棄物処理施設としては、「対馬クリーンセンター」及び「対馬クリーン

センター北部中継所」がある。 

なお、対馬の海岸線延長の内訳は表 2.5-7 のようになっており、全延長 911km*のうち、

国土交通省や農林水産省所管の海岸保全区域が176km（全延長の19％）、残り735km（同81％）

が一般公共海岸及びその他の海岸となっている。後者では、対馬地方局や対馬市が管理す

る港湾延長や漁港延長が 243km（26.7％）、対馬市が管理する一般公共海岸が 16km（同 2％）

（**）、それ以外の「その他の海岸」が 476km（同 52％）となっている。この「その他の海

岸」のうち、そのほとんどは私有地（共有地を含む）であると考えられており、対馬市の

海岸延長の 5割が個人あるいは共有地等に属していることになる。 

 

*：「五島・壱岐・対馬沿岸海岸保全基本計画～交流と漁火の「しま」～」（平成 16 年 3 月、

長崎県）より引用。 

ただし、長崎県のホームページ（長崎県河川課＞長崎県の海岸＞海岸保全区域一覧表）

によれば、平成 19 年 4月 1日現在で、対馬の海岸線は 933km とされている。 

http://www.doboku.pref.nagasaki.jp/~kasen/kaigan/kaigan_ichiran.html 

**：長崎県の事務処理の特例に関する条例」（長崎県条例第 45 号、平成 12年 3月 24 日）に

より、対馬島の一般公共海岸の管理は対馬市に権限委譲されている。 
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表 2.5-5（1） 漂着場の特性（長崎県対馬市上県町 越高海岸） 

調査対象地域：⑤－１長崎県対馬市上県町越高海岸 経緯度：129̊19ʹ26˝E  34̊33ʹ02˝N 
  

概況調査範囲を含む当該県情報：長崎県 モデル地域を含む当該市町情報：対馬市 

【長崎県庁】 

○所在地：長崎市江戸町 2-13 〒850-8570 

○経緯度：129̊52ʹ25˝E  32̊44ʹ41˝N 

○連絡先：095-824-1111（代表） 

【対馬市役所】 

○所在地：対馬市厳原町国分 1441 番地 〒817-0022 

○経緯度：129̊17ʹ15˝E  34̊12ʹ09˝N 

○連絡先：0920-53-6111（代表） 

 

○総 面 積：4,094.76km2 ○宅地面積：19,173ha 

○人  口：1,478,632 人（男 691,444 女 787,188） 

○人口密度：361.1 人/km2 ○世 帯 数：553,620 世帯 

○平均気温：16.9℃ ○平均湿度：71％ 

○年降水量：1,959.6mm ○平均風速：2.2m/s 

○海岸延長：4,177.26km（自然海岸 2,903.48km） 

○一級河川：1水系 ○二級河川：222 水系 

○ごみ排出量：570,662t/年 

 

○総 面 積：708.66km2 ○宅地面積：572ha 

○人  口：38,481 人（男 18,678 女 19,803） 

○人口密度：54.3 人/km2 ○世 帯 数：14,710 世帯 

○平均気温：15.5℃ ○平均湿度：71％ 

○年降水量：2,132.6mm ○平均風速：3.0m/s 

○海岸延長：883.82km（自然海岸 750.43km） 

○一級河川：－ ○二級河川：38 水系 

○ごみ排出量：12,688t/年 

1 月 

0.2 

4 月 

0.1 

7 月 

0.1 

10 月 

0.1 

1 月 

0.3 

4 月 

0.4 

7 月 

0.2 

10 月 

0.2 

2.1 1.2 2.4 2.5 2.7 1.8 2.0 2.0 

流  況 

【129̊E-32̊N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 

最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 

平 均 流 向 （度） 159 116 165 140 

流  況 

【129̊E-34̊N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 

最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 

平 均 流 向 （度） 23 52 52 44 

1 月 

278.2 

4 月 

285.3 

7 月 

305.3 

10 月 

307.8 

1 月 

180.3 

4 月 

185.1 

7 月 

207.0 

10 月 

209.2 

425 423 431 456 273 274 282 311 

潮位差 

【長 崎】 

TP.-272cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 

月 最 高 潮 位 （cm） 

月 最 低 潮 位 （cm） 87 113 132 130 

潮位差 

【対 馬】 

TP.-192.1cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 

月 最 高 潮 位 （cm） 

月 最 低 潮 位 （cm） 80 86 124 114 

1 月 

 

4 月 

 

7 月 

 

10 月 

 

1 月 

 

4 月 

 

7 月 

 

10 月 

 

        

波  浪 

【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 

平均有義波高 （ｍ） 

最 高 波 高 （ｍ）     

波  浪 

【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 

平均有義波高 （ｍ） 

最 高 波 高 （ｍ）     

1 月 

2.3 

4 月 

2.4 

7 月 

2.4 

10 月 

1.9 

1 月 

3.3 

4 月 

3.2 

7 月 

3.3 

10 月 

2.8 

N N SW NE NNW NNW NNW NNW 

風  況 

【長崎海洋】 

平 均 風 速 （m/s） 

最 多 風 向 （－） 

最大風速風向 （m/s･-） 21.1･SSE 26.9･SE 30.7･SW 22.5･NNE 

風  況 

【厳 原】 

平 均 風 速 （m/s） 

最 多 風 向 （－） 

最大風速風向 （m/s･-） 18.5･NW 33.2･SSW 22.9･SE 21.0･N 

海岸地形 

【長崎県】 

自 然 海 岸 （km） 

半 自 然 海 岸 （km） 

人 工 海 岸 （km） 

 2,903.48（泥浜127.64 砂質 164.68 岩石889.06 他 1,722.10） 

 573.08（泥浜103.92 砂質 157.67 岩石152.34 他 159.75） 

 698.32（埋立432.57 干拓 14.66 他 251.09） 

海岸地形 

【上県町】 

自 然 海 岸 （km） 

半 自 然 海 岸 （km） 

人 工 海 岸 （km） 

60.36（泥浜 1.55 砂質 2.15 岩石 51.92 他 4.74） 

 0.96（泥浜 0.00 砂質 0.61 岩石 0.35 他 0.00） 

 6.99（埋立 3.95 干拓 0.00 他 3.04） 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 

【本明川】 

幹川流路延長 （km） 

流 域 面 積 （km2） 

流   量 （m3/s） 

21.0 

87.0（流域内人口約 5.5 万人） 

豊水 1.70 平水 1.03 低水 0.74 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 

【仁田川】 

幹川流路延長 （km） 

流 域 面 積 （km2） 

流   量 （m3/s） 

10.3 

79.89 

 

自然的価値 

藻場干潟等分布 

貴重な生物分布 

自然公園等分布 

 

海岸利用 

護岸・構造物・海浜 

港湾・漁港 

産業施設等 

 

歴史・文化的価値 

史跡・名勝・天然記念物 

自然景観資源 

指定文化財 

 河川利用 
一級河川・二級河川 

流域人口 
 

海
岸
の
価
値 

アメニティ 

自然との触れ合い活動 

観光資源・行事 

海岸ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

 

社
会
条
件 

地域管理 

港湾区域 

漁港区域 

海岸保全区域 

 

○特記事項： 
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表 2.5-5（2） 漂着場の特性（長崎県対馬市上県町 越高海岸） 

調査対象地域：⑤－１長崎県対馬市上県町越高海岸 経緯度：129̊19ʹ26˝E  34̊33ʹ02˝N 
  

海岸の価値 社会条件 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 
モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

自
然
的
価
値 

近
傍
海
岸 

壱岐対馬国定公園 
国指定天然記念物：御嶽鳥類繁殖地 

海
岸
利
用 

近
傍
海
岸 

越高漁港（越高）（第一種） ａ 
越高漁港（御園）（第一種） ｂ 
仁田港（地方港湾） ｃ 

モ
デ
ル
地
域
海
岸

町指定史跡：越高遺跡 ① 
遺物包含地：越高浜遺跡 ② 

歴
史
・
文
化
的
価
値 

近
傍
海
岸 

志多留風景 

河
川
利
用 

 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 
モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

ア
メ
ニ
テ
ィ 

近
傍
海
岸 

湊浜海水浴場 
井口浜海水浴場 

地
域
管
理 

近
傍
海
岸 

漁港海岸保全区域：越高漁港 ａ,ｂ 
対馬クリーンセンター： 
処理能力； 焼却 28t/日 
 資源化 21t/日 
 最終処分場 2017 年度埋立終了 

対馬市一般廃棄物最終処分場： 
処理能力；2010 年度埋立終了 

 
 
 
 

情報出典：「上県町の文化財・史跡」（上県町、平成 4年）、「対馬観光案内ガイドブック」（対馬観光物産協会）、 
 「平成 10 年度事業概要」（対馬支庁）、「長崎県対馬地方局総合管内図」（長崎県、平成 17 年） 

 

〔撮影日：2007 年９月 26 日、27 日〕

（250ｍ） 
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表 2.5-6（1） 漂着場の特性（長崎県対馬市上県町 志多留海岸） 

調査対象地域：⑤－２長崎県対馬市上県町志多留海岸 経緯度：129̊18ʹ20˝E  34̊34ʹ05˝N 
  

概況調査範囲を含む当該県情報：長崎県 モデル地域を含む当該市町情報：対馬市 

【長崎県庁】 

○所在地：長崎市江戸町 2-13 〒850-8570 

○経緯度：129̊52ʹ25˝E  32̊44ʹ41˝N 

○連絡先：095-824-1111（代表） 

【対馬市役所】 

○所在地：対馬市厳原町国分 1441 番地 〒817-0022 

○経緯度：129̊17ʹ15˝E  34̊12ʹ09˝N 

○連絡先：0920-53-6111（代表） 

 

○総 面 積：4,094.76km2 ○宅地面積：19,173ha 

○人  口：1,478,632 人（男 691,444 女 787,188） 

○人口密度：361.1 人/km2 ○世 帯 数：553,620 世帯 

○平均気温：16.9℃ ○平均湿度：71％ 

○年降水量：1,959.6mm ○平均風速：2.2m/s 

○海岸延長：4,177.26km（自然海岸 2,903.48km） 

○一級河川：1水系 ○二級河川：222 水系 

○ごみ排出量：570,662t/年  

 

○総 面 積：708.66km2 ○宅地面積：572ha 

○人  口：38,481 人（男 18,678 女 19,803） 

○人口密度：54.3 人/km2 ○世 帯 数：14,710 世帯 

○平均気温：15.5℃ ○平均湿度：71％ 

○年降水量：2,132.6mm ○平均風速：3.0m/s 

○海岸延長：883.82km（自然海岸 750.43km） 

○一級河川：－ ○二級河川：38 水系 

○ごみ排出量：12,688t/年 

1 月 

0.2 

4 月 

0.1 

7 月 

0.1 

10 月 

0.1 

1 月 

0.3 

4 月 

0.4 

7 月 

0.2 

10 月 

0.2 

2.1 1.2 2.4 2.5 2.7 1.8 2.0 2.0 

流  況 

【129̊E-32̊N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 

最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 

平 均 流 向 （度） 159 116 165 140 

流  況 

【129̊E-34̊N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 

最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 

平 均 流 向 （度） 23 52 52 44 

1 月 

278.2 

4 月 

285.3 

7 月 

305.3 

10 月 

307.8 

1 月 

180.3 

4 月 

185.1 

7 月 

207.0 

10 月 

209.2 

425 423 431 456 273 274 282 311 

潮位差 

【長 崎】 

TP.-272cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 

月 最 高 潮 位 （cm） 

月 最 低 潮 位 （cm） 87 113 132 130 

潮位差 

【対 馬】 

TP.-192.1cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 

月 最 高 潮 位 （cm） 

月 最 低 潮 位 （cm） 80 86 124 114 

1 月 

 

4 月 

 

7 月 

 

10 月 

 

1 月 

 

4 月 

 

7 月 

 

10 月 

 

        

波  浪 

【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 

平均有義波高 （ｍ） 

最 高 波 高 （ｍ）     

波  浪 

【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 

平均有義波高 （ｍ） 

最 高 波 高 （ｍ）     

1 月 

2.3 

4 月 

2.4 

7 月 

2.4 

10 月 

1.9 

1 月 

3.3 

4 月 

3.2 

7 月 

3.3 

10 月 

2.8 

N N SW NE NNW NNW NNW NNW 

風  況 

【長崎海洋】 

平 均 風 速 （m/s） 

最 多 風 向 （－） 

最大風速風向 （m/s･-） 21.1･SSE 26.9･SE 30.7･SW 22.5･NNE 

風  況 

【厳 原】 

平 均 風 速 （m/s） 

最 多 風 向 （－） 

最大風速風向 （m/s･-） 18.5･NW 33.2･SSW 22.9･SE 21.0･N 

海岸地形 

【長崎県】 

自 然 海 岸 （km） 

半 自 然 海 岸 （km） 

人 工 海 岸 （km） 

 2,903.48（泥浜127.64 砂質 164.68 岩石889.06 他 1,722.10） 

 573.08（泥浜103.92 砂質 157.67 岩石152.34 他 159.75） 

 698.32（埋立432.57 干拓 14.66 他 251.09） 

海岸地形 

【上県町】 

自 然 海 岸 （km） 

半 自 然 海 岸 （km） 

人 工 海 岸 （km） 

60.36（泥浜 1.55 砂質 2.15 岩石 51.92 他 4.74） 

 0.96（泥浜 0.00 砂質 0.61 岩石 0.35 他 0.00） 

 6.99（埋立 3.95 干拓 0.00 他 3.04） 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 

【本明川】 

幹川流路延長 （km） 

流 域 面 積 （km2） 

流   量 （m3/s） 

21.0 

87.0（流域内人口約 5.5 万人） 

豊水 1.70 平水 1.03 低水 0.74 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 

【志多留川】 

幹川流路延長 （km） 

流 域 面 積 （km2） 

流   量 （m3/s） 

1.64 

2.60 

自然的価値 

藻場干潟等分布 

貴重な生物分布 

自然公園等分布 

 

海岸利用 

護岸・構造物・海浜 

港湾・漁港 

産業施設等 

 

歴史・文化的価値 

史跡・名勝・天然記念物 

自然景観資源 

指定文化財 

 河川利用 
一級河川・二級河川 

流域人口 
 

海
岸
の
価
値 

アメニティ 

自然との触れ合い活動 

観光資源・行事 

海岸ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

 

社
会
条
件 

地域管理 

港湾区域 

漁港区域 

海岸保全区域 

 

○特記事項： 
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表 2.5-6（2） 漂着場の特性（長崎県対馬市上県町 志多留海岸） 

調査対象地域：⑤－２長崎県対馬市上県町志多留海岸 経緯度：129̊18ʹ20˝E  34̊34ʹ05˝N 
  

海岸の価値 社会条件 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 
モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

自
然
的
価
値 

近
傍
海
岸 

壱岐対馬国定公園 
国指定天然記念物：御嶽鳥類繁殖地 

海
岸
利
用 

近
傍
海
岸 

伊奈漁港（志多留地区）（第四種） ａ 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

町指定史跡：志多留貝塚 ①
遺物包含地：志多留遺跡 ②

歴
史
・
文
化
的
価
値 

近
傍
海
岸 

志多留風景 

河
川
利
用 

 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

ア
メ
ニ
テ
ィ 

近
傍
海
岸 
湊浜海水浴場 
井口浜海水浴場 

地
域
管
理 

近
傍
海
岸 

漁港海岸保全区域：伊奈漁港 ｂ 
対馬クリーンセンター： 
処理能力； 焼却 28t/日 
 資源化 21t/日 
 最終処分場 2017 年度埋立終了 

対馬市一般廃棄物最終処分場： 
処理能力；2010 年度埋立終了 

 

 

 
情報出典：「上県町の文化財・史跡」（上県町、平成 4年）、「対馬観光案内ガイドブック」（対馬観光物産協会）、 
 「平成 10 年度事業概要」（対馬支庁）、「長崎県対馬地方局総合案内図」（長崎県、平成 17 年） 

  
 

〔撮影日：2007 年９月 26 日、27 日〕

（260ｍ） 
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表 2.5-7 対馬市の海岸延長の内訳 

 

 

 

 

 

出典：「五島・壱岐・対馬沿岸海岸保全基本計画～交流と漁火の
しま」～」（長崎県、H16 年 3 月） 

対馬島内
911
176

176
河川局 対馬地方局 29
港湾局 対馬地方局 19
農村振興局 対馬地方局 67 農林水産部農村整備課担当

水産庁 対馬地方局、対馬市対馬市 61
建設部管理課・対馬市建設部管
理課担当

要指定延長 0
735

対馬地方局 68
対馬地方局、対馬市 175

当該機関（国、県又は市）
個人

一般公共海岸 対馬市 16 1.8%

注1：「五島・壱岐・対馬沿岸海岸保全基本計画～交流と漁火の「しま」～」（長崎県、H16年3月）の表-2.4を一部改変
沿岸総延長は海岸統計（長崎県、H12）、その他の延長は海岸保全施設設備水準調査票（長崎県、H13）より抜粋

注2：二線堤とは、万一洪水で河川が氾濫した場合、氾濫水による被害を最小限にとどめるために本来の堤防の陸地側に作られる第二の堤防のこと。
注3：長崎県の事務処理の特例に関する条例」（長崎県条例第45号、平成12年3月24日）により、対馬島の一般公共海岸の管理は対馬市に権限委譲されている。
注4：農林水産省農村振興局所管の海岸保全区域は、注1の資料では42kmとなっているが、対馬地方局の見解により67kmとした。

海岸保全区域延長

両者の詳細な区分は未把握（ほ
とんどが私有地と考えられる）

476
その他の海岸

漁港延長（海岸保全区域を除く漁港区域）

建設部管理課担当

注5：大潮の満潮時の海岸線（略最高高潮面：ほぼさいこうこうちょうめん、という）が海と陸との境界となるため、私有地の海側の範囲はこれより陸側の土地ま
でが該当する（海側は法定外公共物）。

海岸の分類
所管

区分
沿岸海岸総延長（要保全海岸延長＋その他海岸延長－二線堤延長）

国土交通省

農林水産省

（長崎県）

なお、総延長については933km(「海岸保全区域一覧表」(「長崎県の海岸」長崎県河川課)長崎県のHP)という資料があるほか、上記数値にも若干異なる標記資
料もあり、多少の誤差があると考えられる。

延長距離(km) 備考

港湾延長（海岸保全区域を除く港湾区域）

道路敷地等
私有地（個人、共有地等）

要保全海岸延長

その他海岸延長

52.3%

全体比

19.3%

26.7%
建設部管理課・対馬市建設部管
理課担当



 I-38

2.5.2 航空機調査結果 
航空写真から判定した漂着ゴミの量を検証するため、共通調査で実際に回収されたゴミ

の量と航空写真の判定結果を比較した(図 2.5-1)。航空写真では 20～30cm 以上のゴミの量

を推定しているが、共通調査では、1cm 以上の漂着ゴミのすべてを回収し、その容量を計

測している。そこで、両者を比較するにあたり、共通調査で回収されたゴミの中から単体

もしくは固まり(木切れなど)で容量が 20L 以上のゴミの総容量を集計し、航空写真による

ゴミ量の推定結果と比較した。一つの調査地点で汀線から陸方向に複数の調査枠を設置し

ている場合には、それらを合計して海岸線 10m 当たりのゴミの容量を算出した。 

航空写真による判定結果と実際に回収されたゴミの量を比較した結果、1 袋以上 8 袋未

満及び 8袋以上と判定された場合には、概ね実際に回収されたゴミの容量と一致した。共

通調査は漂着ゴミの著しい地点で実施されているため、そのような地点での大量かつ大型

のゴミは航空写真からもよく識別できていると考えられる。一方、1 袋未満と判定された

地点においては、実際に回収されたゴミの量と相関がとれていない地点が多くみられた。

航空写真ではゴミがほとんど識別できないにも係わらず実際にはゴミが回収されているこ

とから、航空写真の撮影後に漂着したゴミの影響が大きいと推測された。これらの結果か

ら、航空写真を用いたゴミ量の推定は、特に大型のゴミが大量に漂着している場合におい

て有効であると考えられた。 

評価結果を図 2.5-2 に示す。この図には評価結果を考察する一助として、浜が発達して

いない海岸及び人工海岸ともにゴミが漂着しにくいと考えられることから、海岸線の地形

情報を付加した。これらの地形データは第 5回自然環境保全基礎調査結果(環境庁、1998)

を参照した。 

図 2.5-2 に示した漂着ゴミの評価結果を見ると、対馬の西側海岸に赤い部分（20 リット

ルゴミ袋で 8袋以上）が多く、また北東部分にも同様に漂着ゴミ量が多いことが伺える。 

航空写真の撮影時期(2007 年 9 月 26・27 日)と共通調査によるゴミの回収の時期(2007

年 10 月 5～15)の時間差は最大約 1月である。 

本調査により、陸側から見通しが効かない浜やアクセスが困難な浜についても漂着ゴミ

の状況を連続的に把握することができた。これらのデータと海岸線付近の自然環境、社会

環境のデータを重ね合わせることにより、漂着ゴミの回収活動の優先順位の設定などが可

能になると考えられた。 

ただし、航空機による写真撮影が 8月下旬に行われたため、海水浴シーズン前の海岸清

掃活動等によって漂着ゴミの回収が行われていることも加味する必要がある。また、本調

査で評価の対象となっているゴミはその大きさが 20～30cm 以上のものであり、実際にはそ

れ以下のゴミも数多く存在すると考えられた。 
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航空機による判定結果 1 袋未満 1袋以上 8袋未満 8袋以上 

比較に用いた調査地点数 10 16 33 

回収されたゴミの容量と判

定結果が一致した地点数 
3(30%) 9(56%) 31(94%) 

図 2.5-1 航空写真から判定した漂着ゴミの量と共通調査で実際に回収されたゴミの量の比較 

(グラフ中の青・緑・赤の枠が航空写真の判定と実際の回収量が一致する範囲を示す) 
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図 2.5-2 長崎県対馬における漂着ゴミの状況 (2007 年 9 月 26・27 日撮影) 

白浜崎（大浦湾北西部） 黒瀬湾奥（大浦湾北西部） 

佐護地区地先海岸 

上対馬町豊町～泉地先 

上対馬町網代～冨浦地先 

モデル海岸：越高 

モデル海岸：志多留 

厳原町阿連地先オリグチ岬周辺 

豊玉町佐保地先

(2007年 10月に全漂着ゴ

ミ 176m3を回収) 

(2007年 10月に全漂着ゴ

ミ 148m3を回収) 


